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【主な収録内容】

いじめの構造と少年非行とのつながり 
西田俊男 ( 法政大学非常勤講師・元家庭裁判所調査官 )

いじめ重大事態制度のポイントと課題 
三坂彰彦 ( 弁護士 )

「いじめ」当事者の代理人としての活動
飯田豊浩 ( 弁護士 )

学校現場における「いじめ」問題と
スクールロイヤー
石坂浩 ( 弁護士・社会福祉士・精神保健福祉士 )

◆ 父母の離婚後の子の養育に関する「民法等の一部を改正する法律」の解説 (2・完 )
北村治樹 ( 法務省民事局参事官 )・松波卓也 ( 法務省民事局付 )

◆ 人事訴訟規則及び家事事件手続規則の一部を改正する規則の解説
向井宣人 ( 最高裁判所事務総局家庭局第二課長 )・佐野尚也 ( 最高裁判所事務総局家庭局付 )　（肩書は執筆当時）

◆ 改正少年法施行 2年における運用状況について 
髙田浩平 ( 最高裁判所事務総局家庭局付 )

◆ 「持続可能な保護司制度の確立に向けた検討会」報告書の概要
中島祐司 ( 法務省保護局更生保護振興課企画調整官 )

解説

2024年

特集

連載
◆ 外国少年司法事情 (第 41回 ) ◆ 少年矯正の現場から (第 29 回 )


